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【課題の概要】 

 本研究は、有機合成反応を水溶媒中で行う斬新な方法論と理

論を確立し、さらには有用性の高い医薬品合成へ応用展開する

ことを目的としている。 

 

【学術的意義、期待される研究成果等】 

 応募者はこれまで、有機合成反応開発において多くの業績を

上げており、その中でも安全で環境調和性の高い、水を溶媒に

用いる反応についての研究成果は特筆に値する。本研究では、

水中で機能する新しい高機能触媒の開発と反応分析方法の開発

や反応機構解明、さらには新触媒のフロー合成への応用を計画

している。研究計画は綿密で、独創性が高く、有機合成手法と

その学理に革新をもたらすと期待される。 

 


